8-4-26　システム改善専門委員会

1. システム改善専門委員会予算

マネジメントシステム委員会に含まれる。
2. 主な活動記録
(1) 活動目標

17年度に設定した3項目のTORについて、新たなサブテーマを選定して継続実施した。

・TOR－1　システム改善

マネジメントシステム改善の検討を進める

・TOR－2　その他システム導入支援

品質・環境以外のシステムについて、統合及び導入支援の情報を提供する

・TOR－3　リスクマネジメント

統合WGにおけるリスクマネジメントの検討を、更に深化させる

(2) 委員会の開催

委員会の開催回数：12回

(3) 主な内容

TORに基づく活動結果を、7月の「マネジメントセミナー」にて以下の2編に分け報告した。
【システム改善の効果的な進め方】
現在、建設コンサルタンツ協会加盟会社の90%以上がISO9001の認証を取得し、既に10年近くシステムの運用・維持を行っている。

この様に多くの企業がISO9001を運用しているにも拘わらず、本システムがエラー防止や経営改善に大きく役立っているといった事例が少ないのが現状である。

昨年度のセミナーでは、ISO9001のどのシステム要素を、どのように活用することで「有効な仕組み・手段」となるのかをテーマとしたアンケート調査を行い、建設コンサルタントとして重要であると考えられる10の管理項目を抽出し、改善事例を整理分析することで、システムの改善を提案した。

今年度のセミナーでは、昨年度の結果を踏まえて、「各企業でのシステム運用の状況にあった改善提案」をテーマとして、以下の項目について取りまとめたものを報告した。
『各企業のシステム運用の現状、求める結果にあった改善事例』
『各企業のシステム運用の成熟度に対応した改善事例（JIS Q 9006：2005を参考）』

『各企業のシステム運用の状況からさらなる改善をするための提言と期待される効果』
【ISMS・個人情報とリスク管理】
昨年度のセミナーで、品質マネジメントシステムと環境マネジメントシステムの両方を認証取得している企業に対し、その他のマネジメントシステムの統合状況を調査したところ、数社が情報マネジメントシステムに取り組んでいる段階にあることが判った。

また多くの企業のホームページには情報保護に関する方針が掲載されている。

このことから情報保護に関心が高いことがうかがえた。

そこで、本年度は緊急性の高い「情報セキュリティ」に焦点を当て、情報セキュリティや個人情報に関する法律及びこれらのマネジメントシステムの内容について調査した。

セミナーでは、建設コンサルタント会社における保護すべき情報と構築すべきシステム等について、事例を交えて報告した。

3. 実績報告

7月に全国9支部で開催された「マネジメントセミナー」において「システム改善の効果的な進め方」と「ISMS・個人情報とリスク管理」に関する調査結果を報告した。
4. 次年度の活動について
（1)「システム統合運用の必要性と、統合後の運用レベルの向上」や「リスク対応と各種マネジメント手法の活用」について、有用情報を取りまとめる。その過程で、必要な場合は補足的に企業ヒアリングなどを実施する。
（2) エラー防止や品質管理への理解向上のため、外部講師を招いて研修会を開く。

（3) 以上の結果を、全国の支部で開催するセミナーで報告する。

（4) これらの検討並びにテキスト作成などのため、年間10回程度、専門委員会を開催する。

（システム改善専門委員会委員長　西堀　元朗）

